
病理部

特色

TEL 022-717-7440（病理部受付）部長 鈴木 貴 WEBサイト

TEL 022-717-7024（外来）部長 久志本 成樹

輸血・細胞治療部

特色

TEL 022-717-7472（輸血・細胞治療部受付）部長 張替 秀郎 WEBサイト

高度救命救急センター

特色

WEBサイト

　認定輸血検査技師7名を含む専従技師9名により24時間輸血検査とアルブミン
を含む輸血製剤供給に対応しています。また自己血採血、自己フィブリン糊作製、
ABO各型同種クリオ調製、末梢血幹細胞やリンパ球の採取と調製保管、顆粒球採
取、ABO不適合骨髄の処理、造血幹細胞検査、キメリズム検査、移植臍帯血受入
れ、再生医療等製品の調製管理等を行い、HCTCとも連携しています。

　救急診療では、“時間”が大切です。緊急性の判断と速やかな治療の開始が大き
く転帰に影響します。“緊急を要する病態”であると考えられるときには、適切なタイ
ミングでご紹介ください。集中治療／外傷／熱傷専門施設、ECMOセンターとして
広く診療体制を整備しています。また、“外傷再建センター”として、機能的再建が必
要な整形外科領域の患者さんの診療を専門チームが積極的に行っています。

　産科ではハイリスク妊娠・分娩管理を中心に診療を行っています。年間の分娩数
は約850件です。他科と連携し緊急症例などにも対応しています。
　新生児室は病床数33床で、生育限界児、母体合併症児、先天疾患の児などを中
心に診療してます。年間入院患者数は約300名（超低出生体重児30名、人工呼吸
管理80名、外科手術約20名）です。 

　病理部は、患者さんから採取された組織や細胞について、顕微鏡標本を作成し
診断を行う部門です。近年では種々の疾患について、治療法の選択に必要な情報
提供を行うなど、直接患者さんと接することはありませんが、臨床医を通して診療
に深く関わっています。また病気のために亡くなられた患者さんの死因、病気の成
り立ちを解明するために、ご遺族の許可を得て病理解剖を行うこともあります。

周産母子センター

特色

TEL 022-717-7711（周産期救急搬送コーディネート受付）センター長 八重樫 伸生 WEBサイト
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